
長
野

所
在
地
　
　
　
長
野
県
松
本
市
中
央

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
四
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
六
月
１
七
月

発
掘
機
関
　
　
松
本
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一局
桑
俊
雄

・
村
田
昇
司

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

（
一
六
世
紀
後
半
―
一
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
勢
町
は
松
本
城
下
町
に

一
三
あ
っ
た
町
屋
の
一
つ
で
、
野
麦
街
道
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
。
町
は
東
西
に
長
く
広
が
り
、
安
曇
地
方
へ
と
向
か
う
西
の
玄

関
日
で
あ

つ
た
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
秀
政

の
時
代

（
一
七
世
紀
前
半
）
以

降
に
現
在
に
続
く
短
冊
型
の
地

一割

（間
口
二
間
か
ら
四
間
）
に
整

備
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。

第

一
四
次
調
査
は
伊
勢
町
の

北
側
中
央
部
に
あ
た
り
、　
一
七

世
紀
前
半
か
ら

一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
整
地
層
を
五
層
確
認
し
た
。
最
下
層
で

は
、
城
下
町
を
造
る
際
に
起
伏
の
あ
る
自
然
地
形
を
整
地
し
て
平
坦
に
し
た
痕

跡
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
構
は
建
物

・
土
坑
が
確
認
さ
れ
、
焼
上
面
が
多
数
検
出

さ
れ
て
い
る
。
遺
物
に
は
フ
イ
ゴ
羽
口

・
対
渦

。
鉄
津
な
ど
が
多
数
み
ら
れ
、

鋳
物
あ
る
い
は
鋳
掛
を
生
業
と
す
る
職
人
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
二
点
は
遺
物
包
含
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
所
属
し
た
遺
構

。
整
地
層
な

ど
は
不
明
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

硼
　
・
「

大
○

□
Ｌ
物

［日日日日日日日日日
山田日日日日日日日］
」　　　　　　　　　　　　　　　　　μ∞∞
〉〈］Φ
〉〈枷　　ＯμＰ

②

　

「壱
尺
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］］巽
∞泉
“

ｏＦ

⑪
は
上
部
が
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
柾
目
材
の
荷
札
木
簡
で
、
表
面
中
央
右

よ
り
の
位
置
に
穿
孔
が
あ
る
。
②
は
板
目
材
で
完
形
。
用
途
不
詳
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
信
州
大
学
の
山
本
哲
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（廣
日
早
和
子
）

54321

松ら
本也

城ニ
下か

町葛
跡
伊い

勢せ

町葛

(松 本)

120



2004年出上の木簡

2  1

栃
木
・樺
崎
寺
跡

所
在
地
　
　
　
栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

調
査
期
間
　
　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
三
年
次
　
一
一〇
〇
三
年

（平

・５
）
人
月
１
二
〇
〇
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
足
利
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
板
橋
　
稔

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

樺
崎
寺
跡
は
足
利
市
街
地
の
北
東
約
四

・
五
血
に
位
置
し
、
樺
崎
川
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
小
支
谷
に
人
幡
山

を
背
に
東
面
す
る
堂
宇
が
展
開

す
る
、
源
姓
足
利
氏
の
氏
寺

・

廟
所
跡
で
あ
る
。
そ
の
創
建
は
、

足
利
氏
二
代
義
兼
に
よ
る
文
治

五
年

（
一
一
八
九
）
の
奥
州
合

戦
の
際
の
戦
勝
祈
願
に
基
づ
く

と
さ
れ
、
こ
の
頃
に
最
初
の
堂

舎
が
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

5  4  3

(桐生及び足不U・ 栃木)




